
賃 金 規 則

○○運送株式会社

年 月 日 制 定 

年 月 日 届 出 
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（目 的） 

第１条 この規則は、運転手の賃金に関する事項を定めたものである。ただし、パートタイ

マー、期間雇用、60歳以上の嘱託雇用等就業形態が特殊な業務に従事するものにつ

いて別段の定めをした場合は、この限りでない。 

  

 

（賃金の構成） 

第２条 賃金の構成は次の通りとする。 

      賃金    歩合給 

     

           通勤手当               

 

（歩合給） 

第３条 歩合給は、運転手に対し、次の計算基準により支給する。営業収入は会社の定めた

運賃表による。 

① 大型貨物運転手は、賃金算定期間中の営業収入に 0.35 を乗じた額を歩合給とす

る。 
② 普通貨物運転手は、賃金算定期間中の営業収入に 0.38 を乗じた額を歩合給とす

る。 
  ２ 実労働時間当たりの歩合給が、以下の各号の時間単価のうちいずれか高いほうに満

たない場合は、その水準に至るまで歩合給を増額支給する。 

ⅰ)最低賃金 

ⅱ)過去 3カ月分の歩合給をその期間の総労働時間数で除した金額の 6割  

 
 
（割増賃金） 

第４条 割増賃金は、次の算式により計算して支給する。 

1時間あたりの割増賃金額＝
出来高払制賃金の総額

算定期間における総労働時間
×0.25（法定休日の場合 0.35） 

（通勤手当） 

第５条 通勤手当は月額 2万円までの範囲内において、最も合理的かつ経済的であると会社

が認めた経路により計算された額を支給する。  
 
（休暇、休職、欠勤等の賃金の取扱い） 

第６条  年次有給休暇の期間は、平均賃金を支給する。 
  ２ 遅刻、早退、欠勤、休職、産前産後の休業期間、育児・介護休業法に基づく育児休

業及び介護休業の期間、育児時間、生理日の休暇の期間中は、賃金を支給しない。 
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  ３  通勤手当は、賃金計算期間中に欠勤もしくは休職となった場合、その期間の所定労

働日数を基準として欠勤もしくは休職日数分を控除して支給する。 
 
（賃金の計算期間および支払日） 

第７条 賃金は、毎月末日に締切り、その翌月 15日に支払う。ただし、支払日が金融機関

の休日に当たるときは、その前日の金融機関の営業日とする。 
  ２ 賃金計算期間の中途で採用され、または退職した場合の賃金は、その賃金計算期間

中の営業収入に応じて支払う。 

 
（賃金の支払いと控除） 

第８条 賃金は、運転手に対し、通貨で直接その全額を支払う。ただし、下記の額を賃金か

ら控除する。 

① 源泉所得税 

② 住民税 

③ 社会保険料の被保険者負担分 

④ 雇用保険料の被保険者負担分 

⑤ 従業員代表との書面による協定により賃金から控除することとしたもの 
 

 

附   則  

 

（実施期間） 

平成  年  月  日から実施する。 
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